
（公財）日本生態系協会
佐山義則

森の墓苑の自然再生
～その経緯と企業/個人との関わり～

2023年2月21日実施



政策提言事業･･･OECM国内制度等
勉強会委員

普及・広報事業･･･ビオトープ管理士
調査・研究事業･･･ｴｺﾛｼﾞｶﾙ･ﾈｯﾄﾜｰｸ

JHEP認証
ﾅｼｮﾅﾙ･ﾄﾗｽﾄ事業
自然保全・再生墓地事業

･･･森の墓苑



『森の墓苑』
“50年後に本物の森をつくる”

そのために
必要な費用
を墓地利用
者から頂く



きっかけ）
首都圏人口集中の結果、墓地・霊園
開発による自然破壊が進む

樹木葬ブーム
に乗ったもの
ではない！

環境団体として
解決策の提案



「森の墓苑」これまでの経緯

2013年12月

2015年 3月

2016年 1月

2月

2017年10月

2020年 4月

2022年 2月

トラスト地として取得（約36,000㎡）

長南町から墓地経営許可

内閣府から公益事業認定

開苑（1404区画3,500㎡の販売開始）

第19回「企業と生物多様性セミナー」で報告

体験の機会の場認定/

ちば環境学習応援団登録

ちばSDGsパートナー登録





人間の経済活動で破壊された場所を利用
（土砂採掘場跡）



2015.11.24 2016.10.25

2018.11.01

2017.11.01

2019.11.10 2021.07.10



20152022.07.26.



動物

哺乳類 ９種

鳥類 ３３種

爬虫類 ８種

両生類 ９種

昆虫類 １１８種

植物

木本 ２９種

草本 ８５種



コケリンドウ

カントウタンポポ

ネジバナ

ホタルカズラ



オシドリ産卵確認

カヤネズミの巣確認



トウキョウサンショウウオ

モリアオガエル



ナミルリモンハナバチ

2022年9月 県最重要保護生物の
カヤコオロギ確認



企業との関わり

研修（業務関連）
建設会社、ビオトープ管理士の研修



研修（社会貢献）



学校との関わり

①実習授業
生物調査
環境整備（鳥の巣箱、
ベンチ製作）



②大学生インターン受入れ、大学院生の研究フィー
ルド提供



③環境教育研修/教員研修受け入れ



個人との関わり

• 植樹草会
今年は4/22(土)
お昼はジビエ弁当



平野貞夫
長南町々長





• ホタル観察会
• 虫聴き会



ご清聴ありがとうございました

森の墓苑及び周囲のトラスト地では
・自然観察
・植樹植草体験
・外来植物駆除作業 など
生物多様性保全に関する活動ができます

お問合せはメールにて
morinoboen@ecosys.or.jp
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